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研究報告 
 

平成 29 年度は、停留精巣 300 例の組織より DNA を精製し、既報の遺伝子のタイピ

ングを実施した。今後コントロールのタイピングを進め疾患リスクとの関連を検討す

る。また尿道下裂と関連を示した SNP について、遺伝子発現との関連を検討した結果、

HAAO 及び IRF6 につい女性生殖器を含む複数の組織で有意な相関をしめした。また

マウスの胎児検体を用いて対象遺伝子の発現を確認した所、男性生殖器での発現が確認

された。これらの結果より、今回解析対象の多型は遺伝子発現調節を介して疾患リスク

に関与することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


